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IM3536
LCRメータ

JLできるOQ

IM3536は、 の��です。
��

����W32- /-IM3536SWP/-IM3536BIASIM3536

IM3536

W32-IM3536-R

W32-IM3536SWP-R

W32-IM3536BIAS-R

W32-IM3536-N

W32-IM3536SWP-N

W32-IM3536BIAS-N

VX GP IB- ボード [\ ]^_`

120,000�

220,000�

420,000�

Windows
7/8.1/10
(32 or 64bit)
Excel2010
Excel2013
Excel2016
Excel2019
(32bit Only)

NIp

NIp

NIp

ラトックシステムp

ラトックシステムp

ラトックシステムp

����}�
での����

スイープ��
O���

�� !による
��DC-BIAS

����のDC-BIASが��！
C-F C-T C-V��、 ��、 ��
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スタートすると、���で��した
����を���に��した�、
��されたﾞ����で、��され
た�'のデータを��みます。@
Eなら��� も��することもが
きます。

チェックボックス「^§」にチェックを�けておくと、

��データが]®に^§されます。

・ °��±を�り�えながら、´々のデータをExcelシートに��みます。

・ �' ¶��された����で��された のデータをリアルタイムにExcelシートに ��みます。 ¸¹20 �までの

データが��して�り�めます。

・%&' DC-BIAS スイープ を»います。(W32-IM3536SWP, W32-IM3536BIAS)、 、��½¾レベルÁの ��

・�����のデータも��に��みます。

GP-IBでÂ�したデジタルマルチメータのÆÇÈや 8Èも��に��がÊËます。

◆◆

◆

◆

◆

◆

「W32- 353 BIAS」は、��け !のコントロールによりDC 8 :-BIASをÐ�することができます。IM 6

DC-BIAS LCR DC-BIAS C-VをÐ�しての メータの��や、 をスイープしながらの ��などがÔ�になります。

��けの L !は、キーサイト シリーズ、 p や、DC-BIAS B2900 ADC 6240A/6241A/6242/6243/6244 KEITHLEY

2400/2410/2420/2425/2430/2440/2450/2460/2470p がJLできます。

C-F��のÛ

スイープ��

データロガー

$%&'

DC-BIAS��

�(け��との+,��

ÜプログラムはExcel�のアドインとして]^し
ます。Excel�からÜアドインをß]すると、Ex
celシート�に、このウインドウがáわれます。
ファンクション,��レンジ,����,���'
Áを��し「 」ボタンをクリックするとæçSTART
を+èします。

L-F��のÛ C-V (W32-IM3536BIAS)��のÛ



.047

���からデータの��を+èします。
「 」ボタンをéにêしてから、「 」PAUSE START
ボタンをêすとスポット��モードになり、
「 」ボタンによるスポット��がÔ�にSPOT
なります。

��íは「îï」、ポーズíは「ðï」、ñòí
は「óï」となります。

データの��を��íòします。もう�Çクリックす
ると、��をõ+します。

データの��をñòします。データの��をñòします。

スポット��の�、��のリトライを»います。

���の��を��します。

���のメモリーデータをöみだします。

���のøù��の��を»います。
øùを»います。OPEN/SHORT/LOAD

��で がúûされたときだけüýされます。RDC

の����を��します。RDC

��するパラメータを��します。

��パラメータをExcelへ��するときの��

を��します。

��モードの��
(W32-IM3536SWP, W32-IM3536BIAS)

・スポット��
��したパラメータÈを��された����で����を
»います。

・%&'��
Excelに��した%&'Èに�づき、�	、%&'を�え
ながら��を»います。

・+. 8��
Excelに��した+. 8Èに�づき、�	、+. 8

を�えながら��を»います。

・� 8��
Excelに��した� 8Èに�づき、�	、� 8È

を�えながら��を»います。

・� :��
Excelに��した� :Èに�づき、�	、� :È

を�えながら��を»います。

・
�  8��BIAS
BIAS
�  8を�えながら��を»います。

・��BIAS 8�� (W32- BIAS)IM3536
��に�り�けたDC !をJLして、DC-BIASの 8
または :を�えながら��を»います。

・��  :�� ( - )B BIAS W32 IM3536 IAS

��に�り�けた  !をJLして、 - のDC DC BIAS
または :を�えながら��を»います。

クリックして、���を��します。
の��は、��に�]で��しておきます。(BIN

は、 の だけを��します。PC BIN ON/OFF )

��%&'を��します。����は、

���の�����を���さい。

��½¾レベルを��します。

�� を��します。 8/ :のリミットÈ

��½¾の���を�ýします。

DC-BIASをONに��します。

がúûされている��は、RDC

は、JLできません。DC-BIAS(INT)

※ は、W32-IM3536BIAS

� と�� からúûができます。(INT) (EXT)

をúûした��は、�� !の !をEXT
úûします。
�� 8バイアスには、オプションの9268-10
が@Eになります。
± ～DC 40V,  40Hz 8MHz

9269-10�� :バイアスには、オプションの
が@Eになります。

～DC 2A, 40Hz 2MHz

データを��む�'を��します。&し、「STOP」ボタン

でいつでもí(できます。

スポット��では、��できる¸¹�'は、 ¶�です。20

また、)も��されていないときは、 ¶�と*+され20

ます。

����では、 �の���'が��できます。Max 500

データを��む����を��します。ここで��した

��と,-の����では./の01が23します。

)も��が4い��やゼロが��された��は、¸6

でデータを�り�みます。

��できる¸¹��は、36007です。

����では、��し��の����です。

��レンジを��します。

トリガ�を��します。

「 」はFREE RUNになります。FREE

「 」は、��の9Ç、パ コ ンからPC

トリガをかけます。

「 」は、���リアーパネルの��トFoot Sw

リガ½¾(EXT I/OコネクタのTRIG;<)

からの½¾によりトリガをかけます。

¸=のデータ���、��>?@ÁのヘッダをExcel

シートに��します。

��+èからの CD��をExcelシートに��します。

データに��� を��します。

データの��とEにシートをスクロールします。

��Èのリアルタイム^§を»います。
^§�は フトFで��®に��されます。
LOG/LINの^§�だけがúûÔ�です。

「��」タブ
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��にJLするプローブのGさを

úûします。

��スピードをúûします。

��のアベレージ�'をúûします。

��したIての����をJK、

またはöみだします。

��をプリセットします。

ここにチェックを�けると、��+è�に

この��で��した>?をIて���に

M½します。

チェックを�すと、ここの����は���

に��されません。

チェックを�けると、レンジ�Nを にON

して、�Oに��した��をIて���

にM½します。

PQの�Rは、���にM½されません。

��の アドレスをúûします。GPIB

Ü��と�SにTの��をJLする��、

チェックを�けます。 UVは、�W( )

このテキストQをダブルクリックして、

「トリガYZ��」と「��ö[て」の��

を\り�えます。

「��ö[て」は、��+èの=�の

データが]^�になる��に、その

データをöみ[てる�'を��します。

この>?の��は、���の

マニュアルを��ください。

c>?は、 だけがON/OFF

��=dになります。

それe�の��は、��に

�]��しておいてください。

ダブルクリックすると、¸��Qの��が

IてのQにコピーされます。
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「=>」タブ

ショートøùの を\り�えます。ON/OFF

オープンøùの を\り�えます。ON/OFF

ロードøùの を\り�えます。ON/OFF

f)

cøùのUV��は、��に�]で»っておく@Eがhります。

フトFのO�は、cøùの だけを��します。ON/OFF

「MEMORY」タブ
LCR LCR ON/OFF /メータのパネルにüýされている��Èを、 メータ
iのメモリーにJK 、JK+è ñò、

JKデータを シートに�りÊしなどを»います。Excel

LCRメータ
にJKされているデータ'を�jします。

もし、データがJKされていれば、「メモリーデータ�j」ボタンがhlになります。

LCRメータ
にJKされているデータ'を�jします。

もし、データがJKされていれば、「メモリーデータ�j」ボタンがhlになります。

LCR Excelメータ
にJKされているデータ'を シートに�り�みます。

LCRメータ
にJKされているデータをIてクリアーします。

LCR FREE RUN ( )メータを に��します。 ]��し��

LCR HOLD MODE ( )メータを に��します。 ��トリガ��

LCRメータにトリガをM½します。

LCRメータをローカルモードにnし、�]o^がÔ�になります。

LCR ONメータ
メモリーへのJKモードを にします。

LCR OFFメータ
メモリーへのJKモードを にします。
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「 ?@」タブDC ��パラメータに「 」をúûした�だけüýされます。DCR

の����を��します。DCR

DCRの��レンジを��します。

JUDGE�NのON/OFFのúû。

q rsÇモードの のúû。Z ON/OFF

DC ON/OFFオフセットの のúû。

レンジ�Nの のúû。ON/OFF

��レンジuに����を��する。

その��は、�Oの��で»います。

チェック4しからチェックを�けたときに

�O��がüýされます。

��スピードをúûします。

AC !のvL%&'をúûします。

アベレージ�'を��します。

(1 256)～

アベレージ�'を��します。 ～(1 256)

ダブルクリックすると、¸��Qの��が

IてのQにコピーされます。

ディレイ��を��します。

(0 9.9999s)～

ADJディレイ��を��します。

DC 0V^�するまでの��YZ。

(0.003 9.9999s)～

AUTOレンジをúûした��、

そのレンジ��を��します。

�� をH,した��DC-BIAS

DC-BIASをONにします。

「 」をúûします。EXT

��  !の !をúûします。BIAS

��  !のUVを��します。BIAS

��  !の アドレスを��します。BIAS GPIB

Ê�のレンジを に��します。AUTO

2 4;<Â�/ ;<Â�のúûを»います。

Ê�の�xÈを��します。Ê�の�xÈを��します。

BIAS !の��Èを�jします。

��+èの�、 Ê��、このYZ��をBIAS

yってから��を+èします。

�� のÊ�Èを��します。BIAS

�� の 8Ê�/ :Ê�を\り�えます。BIAS

「 」x�のO�になります。W32-IM3536BIAS
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スイープ��

Ü��を»うためには、��+è�にスイープÈリストを シートに��しておく@Eがあります。Excel

その��したスイープÈをなぞりながら���の��と��を»います。セルがPQなると��を}~します。

シートへスイープÈリストを��する��は、��です。Excel

ただし、「�����」にチェックを�けた��、�けない��で����が1なります。 �O����( )

スイープするQHををúûします。

・「%&'��」 ス イープ%&'を に��します。Excel

・「+. 8��」 + . 8レベルをスイープします。

・「� 8��」 �  8レベルをスイープします。

・「� :��」 �  :レベルをスイープします。

BIAS BIAS・「
�  8��」 
 �  8レベルをスイープします

BIAS BIAS・「��  8��」 � �  8レベルをスイープします。

・「��  :��」 � �  :レベルをスイープします。BIAS BIAS

Excelシートに��したスープÈリストのé���にカー ルを�いて

このボタンをクリックします。スイープÈリスト��が��されます。

PQのセルを��すると、スイープデータ]����がüýされ、

スイープデータを]®に シート�に^�することができます。Excel

�§��( )

%&'リストを��し��する��の����を��します。

%&'リストによる��を)サイクル��するかを��します。

�までの��がÔ�ですが、,-、シートの�;、MAX.200,000

または�;に��すると��は}~します。

「�����」にチェックを�けた��のスイープÈの����が

1なりますからf�してください。

「 」と「 」x�のO�になります。W32-IM3536SWP W32-IM3536BIAS

Excelシートへ��したスイープリストの��を��します。

NQUスイープのX

50KHz 250KHz 10KHzから まで、 ステップでスイープする��。

①%&'リストをシートに��します。

②��するパラメータをúûします。

④%&'��をúûします。

⑤カー ルを「 ］に�いてクリックします。B2

⑥��を に��します。[K]

⑦^§にチェックを�けます。

③���のチェックは4し。

「 」をクリックSTART
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スイープデータリストの]^0_��

PQのセルにカー ルを�いて、

ここをクリックすると、�の��が

üýされ、スイープデータリストを

Excelシートに]��できます。

セルがPQではない��は、

�の��はüýされず、

á�のセル��のデータが、

スイープデートとしてJLされます。

ここをクリックすると)も��せずに}~します。

ここにスイープ��を��して、「 へ��」をクリックExcel

すると、スイープデータリストが シートに]��さExcel

れます。

��する��は、「�����」のチェックのh4で

���/���が��されます。

「�����」にチェックを�けた��の
��Û

「�����」にチェックを�けない��
の��Û

スイープ��を»う��の、スイープデータのリストを]®にExcelシートに��するO�です。
または、 スイープのデータリストが]®にExcelシート�に��されます。LIN LOG

チェックのh4
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W32-IM3536BIASだけのO�

ここでJLするIてのO�やケーブルHはIて��になります。

GPIB-USB���

GPIBケーブル

GPIBケーブル

IM3536

��DC-BIASL
 8 :!

�� ��によるバイアス�abDC

バイアスÐ�ケーブル

バイアスÐ�ケーブル

DCバイアス 8ユニット
(9268-10)

DCバイアス 8ユニット
(9268-10)

DCバイアス :ユニット
(9269-10)

DCバイアス :ユニット
(9269-10)

または、

または、

プローブ

プローブ

=>する��  !DC-BIAS

Keysight
シリーズB2900A

Keysight
シリーズB2900B Keithley 2450/60/70

Keithley
2400/01/10/20/25/30/40

ADC 6243,6244

ADC 6240A,6241A,6242

�� Ð�に@EなケーブルHDC-BIAS
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